
1 

 

令和 6年度 矢吹町学校規模適正化検討委員会（第 5回全体会） 議事要旨 

会議名：令和 6年度 矢吹町学校規模適正化検討委員会 第 5回全体会 

日時 ：令和 6年 12月 19日（火）18:15～19:30 

場所 ：矢吹町複合施設 KOKOTTO 

参加者：委員 22名（委員長、副委員長含む）、傍聴者 1名 

 

 

【以下、議事要旨】 

 

（１）開会、教育長あいさつ 

教育長 前回は一人ひとりからご意見をいただいたところ、様々なお考えがあ

ることを認識した。本日は方向性をとりまとめていくために議論いた

だきたい。 

 

（２）会長あいさつ 

会長 本日は、前回のご意見を踏まえ、児童数の減少や小学校の費用等、様々

な情報をもとに議論いただきたい。 

 

（３）前回協議内容の整理及び今後のスケジュールについて 

事務局 （資料 1 に基づき、第 4 回矢吹町学校規模適正化検討委員会の協議内

容及び今後のスケジュールについて説明） 

・今回は「町立小学校の再配置の必要性」について再度意見集約した

い。 

・今年度は適正な規模までの整理を行い、答申ではなく中間報告とし、

立地場所やコスト等をとりまとめた基本方針の策定時期は来年度に見

直したい。 

会長 ・町立小学校の再配置の必要性は継続審議としたい。 

・今後のスケジュールの見直しについて委員の皆様に承認いただきた

いが、いかがか。 

委員 異議なし。 

会長 今年度検討した内容は中間報告としてとりまとめ、来年度に基本方針

をとりまとめることとする。 
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（４）町立小学校の再配置の必要性に関する協議 

事務局 （資料 2 に基づき、今後の児童数の減少や町立小学校の老朽化の状況

や要しているコストについて説明） 

グループワークにて、「統合を進めていくための条件」について議論い

ただき、グループごとに議論内容を発表していただきたい。 

委員 

※幼稚園長 

保護者と地域住民が必要性を感じていないのではないか。何故必要か

が分からない。実際複式学級を見てもらう機会を設けることも一案。修

繕は子どもの命を守るために必須。 

委員 

※幼稚園の保護

者 

保護者としては、複式学級は望ましくはないと感じる。保護者に対する

説明が必要。入学者が少なくなりすぎる場合は、町に調整を期待した

い。 

委員 

※小学校長 

子どもの安全が第一である。特に中畑小は校舎の劣化が進んでいる。一

方で費用もかかる。学区の見直しも考えられるのではないか。また、善

郷小に 1校ずつ統合していくことも考えられる。 

委員 

※小学校保護者 

児童数の適正な時期を見据えることが重要である。数年で統合すると

マンモス校となるが、令和 12 年頃には複式学級が出てくる時期とな

る。 

校舎の老朽化が進んでいる。35億程度のお金が現在の校舎を維持する

のに必要となっていることから、この点も踏まえてしっかりと考えて

いかなければならない。また、町の財源の確保が必ず必要。今後財政的

に赤字が見込まれているため、歳入・歳出の見直しを検討する必要があ

る。 

委員 

※区長会 

子どもの安全・安心が最優先。複式になろうがやむなしである。本来で

あれば、中学校のように一度に統合し、徐々に適正規模に近づけていく

のが理想。しかし財政難でもあるため、しっかり資金を積み立ててい

き、統合することが必要である。 今の子供たちに負債を残さないよう

に、10か年計画を立てて、10年後に建て直すというのも一案。一方、

複式学級でも充分うまくやっている学校がある。まずは子どもたちの

安心安全のために既存の学校を補修し、いずれは一度に 1 校に統合す

るべきと考える。 

委員 

※議員・副会長 

人口推計は社人研推計に準拠しているが、最新の社人研推計は地方部

ではさらに人口が下方修正されている。児童数としてはさらに減少が

厳しさを増すと見込まれる。 

財政も非常に厳しいが、校舎の老朽化が著しく、速やかに手を打たなけ

ればならない。学区を見直すことも考えられるなど話が出た。ただし突

然の変更はできないため、保護者にどの学区に通いたいかアンケート
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を取るのも良いかもしれない。どこまで財政的な対応ができるかで、答

申の内容も変わる。 

会長 共通してみられた意見としては大きく２つ。子どもたちの安心安全が

最優先であり、老朽化している学校の補修が必要ということ。また、厳

しい財政状況を踏まえて対応を考えなければならないこと。 

他にも色々な意見が出た。保護者としては、複式学級はあまり好ましく

ないという意見もあった。学区割の変更など様々な選択肢を柔軟に検

討する必要がある。 

委員 一度に一つの学校に統合する方法だけでなく、統合できる敷地を確保

しておき、まずはそこに中畑小を新たに建替え、他校を順番に建ててい

く方法も考えられるのではないか。 

会長 いただいたご意見を踏まえ、検討していく。事務局と会長で意見集約し

たものを後日共有する。 

委員 中畑小の北校舎の老朽化に関しては多くの懸念の声が聞こえた。耐震

性は確保されているとのことだが、資料中の令和 6～7 年度の金額は 

老朽化した建物の老朽化改修（躯体となる部分への長寿命化改修）とみ

てよいか。 

事務局 そのように計画には記載したものの、この通りに実施はできていない。 

令和 7 年度の当初予算への計上はこれからである。なお、毎年予算要

求はしており、財政担当と予算協議を行っている。 

 

（５）その他について 

事務局 （今後のスケジュールについて説明） 

次回の第 6 回検討委員会は 1/28（火）18:15 に KOKOTTO で実施す

る。 

会長 質問等あるか。 

委員 P7 に給食センター10 億円という記載があるが、これは建てる方向か

という認識でよいか。 

事務局 計画はあるものの、保留となっている。 

事務局 以上をもって本日の会議は終了とする。 

 

以上 


